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3月 1日 (木)食品衛生センター5階講堂におしヽて、全国の食品衛生協会、特別会員、食品関係団体、消費者等、約
100名の参カロ者を得て「食品衛生特別講演会」を開催しヽたしました。

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 大会準備運営第一局 大会計画部 飲食計画

課 飲食計画チーム 係長の丸山 玄氏より東京2020大会における会場での飲食提供に係る基本戦略や、飲食物の安
全管理に関する解説を、国立医薬品食品衛生研究所 食品衛生管理部長 朝倉 宏氏より近年発生した大規模な食中毒

事件や、腸管出血性大腸菌についての調査結果の取りまとめ等についてこ講演いただきました。

食品衛生に関する最新情報を熱心に聴講される姿に、皆さまの食の安全 安心に対する関心の高さがうかがえ
ました。今後も引き続き啓発活動に力を入ねてまいります。 (総務部 高野 綾子 )

腸管出血性大1易薗の現状と課題 |‐ |

躙「夕熱心に耳を傾ける参力口者の皆さ志

2月 23日 (金 )午後 1時30分より、食品衛生センター

6階会議室にて第フ回組織改革委員会を開催いたしま

した。

今回|よ新委員が委嘱さねて初めての開催となるため、

委員長に岡山委員 (奈良県支部長)、 副委員長に齋藤委

員 (栃木県支部長)、 前垣委員 (広島県支部長)を選任し、

岡山委員長を言義長として議事が進められました。

はじめに報告事項として「食品衛生法等の改正骨子案

について」、「食の安心・安全・五つ星事業の改定案に

ついて」、「会員増強モデル支部事業の進捗状況につい

て」の確認を行いました。続しヽて、協議事項として「組

織改革のための事例紹介と今後の取組につしヽて」として

6支部の活動を紹介し、最後に「会員減少モデル支部事

業と食品営業賠償共済支援支部事業のコラボによる活
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颯 第5回 事業運営委員会 開催(3/5開催)
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暉 HACCP普及指導員制度/由 ACCP普及指導員によるコンサル
タント業務′平成30年度年間主要行事二 : 11    3

用と支援対策」について活発な意見交換が行われ、終了

いたしました。本委員会での意見を今後の食協活動に

活力`し、各支部の問題点を解決する

よう努めてまいります。

(総務部 高野綾子)

中 共済金支払状況
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活発な意見交換が行われました
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1今回|1弥澪後切りて-9零旱含rのぅこ午々 やヽ、
委員長に長谷,1委員(山形県支部長)、 1副委員長に
五藤季員(愛知県支部長)t‐岩井季阜(兵庫県支部長)
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勲・褒章の推薦状況について」の確認を行しヽました。

を―め後:1幌畠曇墳として、「正会員会豊の算定基
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りますも (総務部 高野 綾子)

委員長を中心に会議が進みます
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奉梁l r撫:
:]盲断雌鑢藍
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‐今回|よ 今後のさらなる「あんしんフニード君」普
及推進め取組みにつしヽて協議しヽたしました

'1平

成
31牟産の曇襟諄走につしヽては、現在の推1蓬白標4
数を 11年間延長し、各支部の積極的な普及推進に

より:平成3.0年度内で10万件を是非とも達成し
たしヽ旨を事務局|よ り提案し、各委員の皆さまより

現場での推進状況や課題等、さまざまなこ意見を

いただきまし|た。              |
なお(平成28年度より2年間で10万件推進目

標を達成した支部には平成30年定時総会の席上で

特別表彰および副賞100万円を贈呈いたしますよ|

残念ながら達成できなかつた支部においても平成

30年度に達成できれば特別表彰および冨」賞50万

円を贈呈することについてもこ協議いただきまし

たま共済部では「あんしんフード君」募集の■助と

して、旅館を含めた業種別、「スーパ=あんじ
―ん

フ■ド君」普及推進のためのチラシ作成等を検討
してお|り ます。各支部の推進方法についても情報

Ⅲ集およむ愕‐覇1供に力を本れて

'|た
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1:書詔島‐葬|'潔β議:漑
塚脇常務の挨拶で委員会がスター トしました
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現在、日本ではHACCPに よる衛生管理の制度化が着実に本格化してきています。日食協にも、
HACCPに 関するお問い合わせを多くいただしヽています。
そのような中、日食協では平成28年度よりHACCPの普及を図り、事業者のHACCP導入を支援す
るために、「HACCP普及指導員制度」を設け、全国にHACCP普及指導員を派遣しています。
HACCP普及指導員とは、HACCP指導者養成研修(農林水産省補助事業)を修了された方で、任意で
こ登録いただしヽた方々になります。登録いただいた皆さまは、HACCPに 関する知識を有し、HACCP
の構築や検証を行うことができ、中小事業者のHACCP導入のニーズに応えられる人材です。
現在、HACCP普及指導員 164名の方々に登録してしヽただしヽており、北は北海道、南は沖縄まで全

国にいらつしゃいます。今年も70名近い方にこ登録いただき、大いに活躍してしヽただ |ナることと思い

ます。

昨年度も多くのHACCP普及指導員が活躍しております。HACCP導入を希望している事業者の方へ

の指導をはじめ、HACCPフ ォローアップ事業 (農林水産省補助事業)の リーダーを務めていただしヽたり、
HACCPの講習会で講師を務めてしヽただきました。

今年度更新の名簿は、改めて4月中に各支部へお送りしヽたします。

今後、支部・支所に食品等事業者からHACCP導入のこ相談があつた際には、お近くのHACCP普及
指導員が対応いたしますので、是非日食協へこ連絡下さい。詳細は日食協公益事業部HACCP事業課
までお問しヽ合わせくださしヽ (TEL 03 3403-2112)。

(公益事業部 水柿直哉 )

=ACCPによる衛焦管理が義務化されます。
それ:こ向けて、取り纏みをしませんか ?

ドACCPを導入するとさまざまなメリットがあります
1-傷 ,
◆従業員録衛生議識が向上し、鶴場の状況が把握しやすい
◆クレームや爆ス率が下がり、出資のばらつきが少なくなった
◆取弓1尭から織評価が上洛`った、取写:先が増えた
0衛生管理のポイントが覇確になつた など

■■■■F■鸞す蒸短議せ苺:´、■二tゆ鐵筆■換証を■う●とがでお、・外事驚奎0
■41や鐵入・
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彙られる人材,す、

公益社鸞法人動本食品議生議会 公益事業難 HACC,事 業鰈

最初から完蟹を目機さず、
今や質 し端衛壼管理を
見直すことからはじめましょう!

日食協作成チラシ

予飩呻瘍奪鷹
削已靱 椰胚主襲行嘲

15月 16日 (水 )

|15月 25日 (金 )

6月 7日 (本 )

6月 8日 (金 )

6月 15日 (金 )

7月 5日 (木 )

7月 11‐ 日(水 )

17月 12日 (木)

8月 11日 (水 )

19月上旬 |‐  ‐
1101月 24日 (水 )

九州ブロック大会

理事会 [決算](日食協)

北海道・東北ブロック大会  |
東海・北陸ブロック大会

定時総会 (日食協)・

通常総代会 (日食共組)   .
中 |・ 四国ブロツク大会

近畿ブロヅク大会 |‐‐‐  ‐ |
関東 1甲信越ブロツク大会

第43回食品衛生懇話会

表彰中央審査会■| |

全国支部長会議|

食品衛生指導員全国大会

(会場 :日本消防会館
. (ニ
ッショーホール))

食品衛生功労者・

食品衛生優良施設表彰式

(会場 :明治座)

10月 25日 (木 )

※今年度は食品衛生指導員全国大会の会場が日本消防

会館 (港区虎ノ門)になります。こ注意ください。
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「あんじんリコール君」のご案内

会員さまの生産した食品等に異物混入が発生した場合などに、その食品等の回

収を行う事により会員さまが負担する各種費用を補償する保険で、「あんしんフー

ド君」・「スーパーあんしんフー ド君」を補完する制度です。

應「あんじんフード君」。「スーバーあんしんフード君」と「あんしんリコール君」の違い

●「あんしんリコール君」は再製造費用、在庫廃棄費用の他、喪失利益
※
についても補償の対象となります。また、

海外汚染や金券購入費用につしヽてもオプション追カロで補償の拡大ができます。詳細は「あんしんリコール君」の

ノ(ンフレットにてこ確認ください。※喪失利益 1本来なら得られるはずだつたのに失われた利益  (共済部 児玉和佳奈)

製 | 製

支払限度額
1事故、保険期間中
1,000万円

コースにより

]事故、保険期間中
1,000万円～ 4,000万円

免責金額 な し 10万円～ 40万円

身体の障害が発生または発生のおそれ

がある偶然な汚染事故の場合

社告等あり ○ ○ ○

社告等なし × ○ ×

身体の障害等が発生または発生のおそ

れを伴わない偶然な汚染事故の場合

社告等あり × × ○

社告等なし × × ×

ポジティブリスト制度違反が客観的に

明らかになつた場合

社告等あり ○ O ○

社告等なし × ○ ○

t

t
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平成30年度 実習研修年間スケジュール
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3月 調整中
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食協 特別会員 24,840円
一般  29,160円

摯 |1留銀 ギ l「P'ヽ
食協 特別会員 27,000円
一般 32.400円

黎 1躍 錫 許 響 肇
食協 特別会員 27.000円
一般  32,400円

奪鮮 簿 鵠 島

',P''瞥

食協 特別会員 44,280円
一般 49,680円

難 翌 鋳 島

`''''■

食協 特別会員 24,840円
一般  29,160円

魏 |1留需 計 f。

'■

食協 特別会員 44,280円
一般 49,680円
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異臭クレーム対応のための官能評価講習会 (基礎編)

食尋

"■
■ ≠ Ⅲ拳 1韓 ||"|||

食品製造現場における異物混入防止対策研修会
(IIn場改善と再発防止のポイント編)

食
´IⅢ ■ ≒熱 祭■ 1青||■ ■
食品微生物検査実習
(黄色ブドウ球菌 サルモネラ属菌 2日間コース)
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種鏑炒鼈グ|シ漏1雫鸞響肇||
自治体職員向け実習 (腸管出血性大腸菌)

1日

111日,

1日

121日 |

1日

■■,日 |

2日

,21日 :

1日

●11日 |

2日

■11日 |

1日
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食中毒による高額支払いにご注意をノ
「あんしんフード君」。「食品営業賠償共済」共済金の支払い状況

営業再開に向けて′休業補償特約の付帯を′

数分菊 原因物質等 事故発1生日 館 略 支同銘 加入コ■ス 粘  ‐
:〔円)

事故の慨況 被害機 共済金額(円 )

食
中
毒

カンピロ

バクター

2017613 岡山県 岡山市
あんしん

フード君
飲食店

０

０

０

０

０

３

９

１

提供した焼きとりによるカンピロバクター
食中毒。費用補償にて消毒費用と休業 5
日間の休業補償金を支払つた。

39

貝音1199,940
体 :160.000
特 :35,994
)肖 1243,000
言十1638934

201784 岡山県 岡山市
あんしん

フード君
飲食店

19,400
1,300

提供した料理によるカンピロバクター食中
毒で 1名入院。費用補償にて消毒費用お
よび飲食代の返金を支払つた。

8

２

０

０

０

２

０

１

６

４

１

１

３

０

２

６

３

　

１

　

４

」
特
洋
生
計

切レモネラ 20171ll:14 山際 鶴岡 レギゴラ■ 抱 苫 2700 離皆岬「|'7す17Υ語0 5 夕li:1を ,:
ノロ

ウイルス

2017212 群馬県 前橋 ワイド 飲食店 27,800 提供した料理によるノロウイルス食中毒。 32
賠 :368.40C
特 :37,14C
計 :405,54C

201711 17 京都市 下京 レギュラー す し 3700 提供した料理によるノロウイルス食中毒。 18
賠 :422.091
特 :42,509
計 :464,60C

アニサキス 20171128 広島県 尾道 レギュラー飲食店 2,700 提供した料理によるアニサキス食中毒。入
院 1名。

l

賠 189,940
特 :9,294
計 199234

シカテラ毒 201772 沖縄県 レギュラー 食品製造業
l,400
200
販売した魚にシガテラ毒が含まれており、
喫食したお客さまが食中毒症状を発症し
た。入院 ]名。

3
５

１

７

４

９

３

肝

特

計

異
物
混
入

異物混入

201795 本し幌市 本し幌市北
あんしん

フード君
食品製造業 5,000

製造したバンの中にプラスチック片が混入
しており、喫食したお客さまの前歯を損傷
したためインプラント治療を行つた。

l

貝音:448,77C
特 :44,877
計 :49864フ

2017125 東京都 芝 レギュラー 飲食店
2,700
2,500
施 :],900

提供した食事にビニールが混入しており、
喫食したお客さまが腹痛を訴え通院し、ビ
ニールを取り出す処置を行つた。

l

賠 :521038
特 :52.204
計 1573,242

ア
レ
ル
ギ
ー

アレルギー 2017715 川崎市 宮前区
あんじん

フード君
食品製造業

78,500
15,200

製造したフルーツミックスバンに誤つて、
本来材料に含まれていないはずのクルミを
混入させてしまい、お客さまがクルミのア
レルギー症状を発症した。

l

９

８

７

５

肝
特
生
計

生
産
物

賠
　
償

その他

生産物賠償
20171218 札幌市 本L幌市東

あんしん

フード君
食料品販売業 3500

提供したウォーターサーバーを設置する際
に取付に不備があつたため、お客さまの居
間が水浸しになった。

賠 :135,00C
特 :13,50C
計 :14850⊂

施
設
賠
償
事
故

施設リスク

2017716 長崎県 長崎
ん

君

し

ド

ん

一

あ

フ
飲食店 9,000

店舗内に設置している製麺機にお客さまが
触れ、□―ル部分に指を巻き込まれ骨折し
た。

1

賠 1741,90〔
特 74,191
言十181609ラ

2017723 岡山県 勝英
あんじん

フード君

仕出し 弁当
飲食店
食料品販売業

47,900
11 100

階段の防火扉I」 固定不完全であつたため急
に開き、そばにいたお客さまが転倒し左腕
を骨折した。

]

貝音1256,06⊂
特 :25,60〔
計 128166〔

業務リスク

2017]126 静岡県 西伊豆
あんしん

フード君
仕出し 弁当 1]000

従業員が荷卸しの際に誤つてコンテナの蓋
を落下させ、お客さまの駐車車両 2台を
損傷させた。

３

４

７

４

８

２

肝
特
計‐

2018]]8 福岡市 南
あんしん

フード君
仕出し 弁当
飲食店

11000
従業員がプロバンガスのボンベを運んでい
る際に誤つてイベント参加者の車両に接触
し、車両の窓ガラスを破損させた。

賠 :79,96〔
特 17,99⊂
計 :87,95∈

漏水リスク 20]796 千葉市 支部
あんじん

フード君
飲食店 9000 店舗内にあるワインセラーより漏水し、階

下にあるコンビニを汚損した。

貝音1793,044
特 |フ9,304
計 :872,348

受
託
物
賠
償
事
故

受託物

リスク

2017816 宮崎県 高鍋西都
めんしん

フード君
食品製造業 14500 冷蔵庫が故障したため、食肉業者からお預

かりしていたとり肉を腐敗させた。

賠 :500,00⊂
特 :50.00C
計 :550,00C

20171230 兵庫県 力日古川
あんしん

フード君
次食店 9000

従業員がお客さまから預かったコートと財
布をストーブの近くで保管しており、ス
トーブからの熱風により焼け破損させた。

２

５

７

５

９

４

肝
特
計

201817 新潟県 南魚沼
あんしん

フード君
旅貪官 (r) 34500

従業員が旅館駐車場の除雪作業を行つてい
た際、キーを預かり管理していたお客さま
の車両に誤って除雪作業車を接触させ破損
させた。

員音1486`788
特 :48,679
計 :535,467

※太字の箇所は共済金が100万円を超えるもの。
支払い日(201821～ 228抜粋)

賠 :生産物賠償金、施 :施設賠償金、受 :受託賠償金、体 1店舗体業補償金

特 :特別費用、被 :被害者治療費等、生 1生産物自体の損害、初 :初期対応費用

損 1損害回復費用、消 l'肖毒費用、弁 1弁護士費用
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議議
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鼎 fl尋‐守|,|:宇 |,‐ず肇す時
～
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炒脊ヅ
開輔 |

2018年 2月
対象鶴 自動車保険、火災保険、傷害保険、新種保険

対応拠点 全国の保険金お支払センター、事故受付センター

提供時間 8100- 21 :00(365日 )

不鴨 琺

お客さまからスマー トフォン無料通信アプリ「L NE」 等
(※ )の「ビデオ通話Jにてこ連絡いただくと、

手話通訳オペレータとテレビ電話で手話によるやり取りが可能となります。オペレータは、同時にそ
の会話を電話で当社担当者へ音声通訳します。
(※ )「Skype」 、「FaceT me」 のビデオ電話にも対応しています。各アカウントは当社オフィシャルホームページ

お客さま 窪餃0お鶴手 手継燿歓オベレータ
(フラス

'″
ス) 華紋螢付センター撥当警

提携会社
株式会社プラスヴォイス
(代表取締役 :三浦 宏之、本社 :宮城県仙台市青葉区国分町 1-8-14)

纏
『

Eが異ξ務暑卜違鴎馨肇おぞ諮i泥く乍艦 信指鱈輛誠獣錬ぞ壕9型鹸甕楚なこ
≦丘ど基盤者撃議:卜らスたIJ八をぁお基1ま碁ち係二た塩蓬ふち手≦暮峯轟i息|:墓あをぃきま」。 以上 ||

‐ |

ジブラルタ生命がお届けする安心サービスのご案内

覇 500万 円 お 支 払

大切な方の死というたとえようもない悲しみの中でさえも
高額の支払が必要になる現実があります。
ジブラルタ生命はご遺族の立場で考えました。
当面発生するお金の問題だけでもできるだけ
心配しないですむようにしたい。
簡単な手続きだけで最高500万円までの
死亡保険金を最短でその日のうちに
お支払するサービスです。

※当サービスのお取扱には、
責任開始後の所定の期間を経過しているなどの条件があります。

治療費や葬式費用は待つてくれません。そのようなとき 死亡保険金を

介護が必要に
前払いOKI

なられた場合、

もし、重度の要介護状態になられたとして…・
ご自宅を改装して在宅介護を受けられますか?
それとも、介護施設に入居されますか ?
「保険料払込期間満了後」かつ 「被保険者の年齢が満65歳以
上」で被保険者が公的介護保険制度の「要介護 4」 または「要
介護 5」 に該当していると認定された場合、こ契約いただいて
いる死亡保険金を介護年金として前払いします。

ジプラルタ生命保険株式会社
本社/〒 100¨ 8953東 京都千代田区永田町 2‐ 13-10

蒻 嬢

コルセンタ躊鯰鰤蜻簿蜻了議絋絋蜻拶
【受付時間】平日830～ 2000土曜900～ ]700

{日曜祝日]2/3]～ 1プ 3を除く)

鰊    《藤量lbr轟量塩簑r~ 
ジプラブレタ生余
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壼機織IIE議入1爾摯食轟籍策協素

〔主な収載項目]

■表示の対象食品

■生鮮食品と加工食品の違い

■生鮮食品編

野菜、果物、食肉、鶏卵、魚介類、米など

■加工食品編

食肉製品、冷凍食品、めん類、水産物

力口工品、パン、菓子類、缶詰、カップ

麺、そうざい、レトル トパウチ食品、

ドレッシング類、牛乳、乳製品など

■資料編
I食品表示法について
1表示事項の説明
アレルゲンを含む食品、原料原産

地表示、遺伝子組換え食品、栄養成

分表示、保健機能食品制度など

食品表示Q&ハ
関係法令の解説
コラム

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

lRj    :仁賤熙ざま鸞1
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食と健康
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定期購読・書籍のご注文、お問い合わせは 公益社団法人日本食品衛生協会 出版部普及課まで
TEL 03‐3403‐ 2114 FAX 03‐3403‐2384 メールアドレス fukyuuka@jfha.or.jp
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